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新たな最上位計画（次期最上位計画）の策定をスタートしました！

佐貫駅周辺地域整備基本構想の策定をスタート

しました！

龍ケ崎ブランドアクションプランを策定しました
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皆
さ
ん
は
、『
龍
ケ
崎
』
と
聞
い
て
何
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？

　

日
本
一
の
栄
冠
に
輝
い
た
「
龍
ケ
崎
コ

ロ
ッ
ケ
」、
日
本
を
代
表
す
る
ク
リ
ス
タ
ル
・

ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
「
カ
ガ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
」、

４
０
０
年
以
上
も
続
く
伝
統
芸
能
「
撞
舞

（
つ
く
ま
い
）」、
家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
緑

豊
か
な
公
園
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
、
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
誇
る
地

域
資
源
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
一
方
で
、「
龍
ケ
崎
に
は
何
も
な

い
」
と
否
定
的
に
お
考
え
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　

株
式
会
社
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
全

国
の
１
０
０
０
市
区
町
村
を
対
象
に
、
平

成
27
年
に
実
施
し
た
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調

査
２
０
１
５
」
で
の
龍
ケ
崎
市
の
結
果
は

左
表
の
と
お
り
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
総
括
す
る
と
、「
そ
も
そ
も
知

ら
れ
て
い
な
い
か
ら
認
知
度
が
低
く
、
魅

力
が
な
い
」
ま
た
、「
知
ら
れ
て
い
な
い
か

ら
関
心
や
興
味
が
な
く
イ
メ
ー
ジ
も
浮
か

ば
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
市
に
は
自
慢
で
き
る
地
域
資
源
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
と
し
て
、
全

国
的
に
は
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。「
イ
メ
ー
ジ
＝
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
た
場

合
、
当
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
低
位
で
あ
る

と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
こ
の
ま
ま
何
も

せ
ず
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
都
市
間

競
争
に
埋
没
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、「
龍
ケ
崎
」
と
い
う
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
主
体
性
）
の
喪
失
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
当
市
の
地
域

資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
ず
は
私
た
ち
が
市
内
に
存

在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
再
認
識
し
、

そ
れ
ら
を
戦
略
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
の
内
外
に
お
い
て
「
○
○
が

あ
る
龍
ケ
崎
」「
龍
ケ
崎
で
○
○
が
買
え
る
」

「
龍
ケ
崎
名
物
の
○
○
」
と
い
っ
た
認
知
度

の
向
上
を
図
り
、
良
好
な
イ
メ
ー
ジ
形
成

へ
と
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

ブ
ラ
ン
ド
化
の
必
要
性

項目

（全国順位）
質問の主旨 主な回答

認知度
（548 位）

龍ケ崎市をどの程度
知っているか？

「名前も知らない」
51.0％

魅力度
（667 位）

龍ケ崎にどの程度魅力
を感じるか？

「どちらでもない」
28.3％

情報接触度
（533 位）

過去 1 年間に情報、龍
ケ崎の話題などを見た
り聞いたりしたことが
あるか？

「全く見聞きしていない」
85.4％

居住意欲度
（547 位）

龍ケ崎に住んでみたい
と思うか？

「どちらともいえない」
39.8％

「あまり住みたくない」
51.0％

観光意欲度
（828 位）

今後、龍ケ崎に観光や
旅行に行きたいと思う
か？

「どちらともいえない」
43.5％ 

「あまり行きたいとは思
わない」35.5％

産品購入
意欲度

（759 位）

具体的に購入したい
「産品」は？

「ある」　0.7％
「ない」　58.8％

訪問率
（653 位）

過去 5 年間で龍ケ崎を
訪れた理由は？

「訪れたことがない」
90.4％

龍ケ崎
ブランドアクションプラン

を策定しました

■問い合わせ：シティセールス課☎内線 376

「地域ブランド調査 2015」（株式会社ブランド総合研究所）より
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当
市
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
定
義
を
「
地

域
発
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
生
活
環
境
の

魅
力
向
上
に
よ
り
、
競
合
す
る
他
と
の
差

別
化
を
図
り
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
」
と
し
ま
す
。

①
商
品　

➡
当
市
で
産
出
・
製
造
さ
れ
る

農
産
物
や
物
産
品　

→
「
特
産
品
的
視
点
」

②
サ
ー
ビ
ス　

➡
当
市
で
受
け
ら
れ
る
生

活
環
境
サ
ー
ビ
ス　

→
「
暮
ら
し
的
視
点
」

③
場　

➡
当
市
に
お
け
る
時
間
消
費
の
場

　

→
「
観
光
的
視
点
」

　
『
龍
ケ
崎
ブ
ラ
ン
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
』
と
は
、
市
内
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
を
か
け
、

こ
れ
ら
を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、【
特
産

品
】【
暮
ら
し
】【
観
光
】
の
視
点
か
ら
、『
龍

ケ
崎
ブ
ラ
ン
ド
』
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
競
合
す
る
他
と
の
差

別
化
を
図
り
、「
買
い
た
い
も
の
が
あ
る
ま

ち
」「
食
べ
た
い
も
の
が
あ
る
ま
ち
」「
見

た
い
・
知
り
た
い
も
の
が
あ
る
ま
ち
」、
そ

し
て
「
訪
れ
た
い
ま
ち
」「
暮
ら
し
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
「
選
択
さ
れ
る
自
治
体
」
を
目
指
す

活
動
の
総
称
で
す
。

　

特
に
、
効
果
的
な
情
報
の
発
信
に
よ
り

認
知
度
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

当
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
交
流

人
口
の
増
加
や
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
が

こ
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
具
体
的
手
法
を
示
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
連
携
・
協
力
し
て
活
動
す
る
た
め
の

行
動
指
針
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
【
特
産
品
】【
暮
ら
し
】【
観
光
】
の
各
ブ

ラ
ン
ド
化
の
主
な
方
針
は
次
の
と
お
り
で

す
。

ブ
ラ
ン
ド
の
定
義
は
？

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

「
龍
ケ
崎
ブ
ラ
ン
ド
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
っ
て
何
？

【
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
】

●対象分野のイメージ

●
基
本
方
針

①
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
対

象
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
を
制
定

し
ま
す
。

②
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
は
、
市
民
目
線
で

の
評
価
や
専
門
的
知
識
を
有
す
る
方
（
市

場
評
価
）
に
よ
り
選
定
し
、認
証
し
ま
す
。

③
認
証
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、
認
証

後
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
と
動
画
サ
イ
ト
で
の
紹
介
、「（
仮
）

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
）
や
口
コ
ミ
な
ど
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
企
画

イ
ベ
ン
ト
な
ど
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭

り
で
の
Ｐ
Ｒ
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
ま
い
り
ゅ
う
」と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、

広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
市
の
出

版
物
へ
の
掲
載
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
活
用
に
よ
り
販
売
促
進
お
よ
び
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

④
ブ
ラ
ン
ド
認
証
後
に
は
、
認
証
効
果

の
把
握
と
Ｐ
Ｒ
、
追
跡
調
査
の
実
施
あ

る
い
は
有
効
期
限
の
設
定
を
行
い
、
品

質
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

【特産品ブランド】

【観光ブランド】 【暮らしブランド】

農産物・農産加工品・
食料品・工業製品・工
芸品など

伝統工芸品など 公園など

自然・歴史・文化・集客施設・
スポーツ団体・市民遺産など

生活利便施設・子育て支援制
度・教育制度・福祉施設・環
境保全活動・市民活動など

▲「龍ケ崎コロッケ」 ▲「江戸切子冷酒杯」
（カガミクリスタル）
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【
観
光
ブ
ラ
ン
ド
】

【
暮
ら
し
ブ
ラ
ン
ド
】

●
基
本
方
針

①
体
験
学
習
や
郷
土
授
業
の
充
実
、
海

外
都
市
と
の
教
育
に
よ
る
交
流
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
、
小
中
学

校
連
携
の
推
進
、防
災
を
学
ぶ
な
ど
、『
ま

な
ぶ
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
自
主
的
、
主
体
的
に
つ
な

が
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
、
龍
ケ

崎
を
考
え
て
い
け
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

②
当
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
ま
ち

全
体
が
ま
ち
全
体
を
育
て
る
仕
組
み
と

し
て
、
地
域
が
地
域
の
子
ど
も
を
育
て

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
、
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
む
仕
組
み
と
し
て
、

年
長
者
が
年
少
者
の
面
倒
を
見
る
な
ど
、

「
龍
ケ
崎
を
好
き
な
グ
ロ
ー
カ
ル
（
※
）」

な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

※
グ
ロ
ー
カ
ル
：
グ
ロ
ー
バ
ル
＋
ロ
ー

カ
ル
の
造
語
で
、
全
世
界
的
な
視
点
を

持
ち
龍
ケ
崎
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ー
ビ

ス
や
施
策
を
行
う
こ
と
。

③
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
、
龍
ケ
崎
市

に
お
け
る
子
育
て
・
教
育
の
総
合
的
な

情
報
サ
イ
ト
で
周
知
し
た
り
、
都
内
な

ど
で
の
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
掲
示
、
転
入
者
な
ど
へ
の

「
龍
ケ
崎
で
の
暮
ら
し
」
を
紹
介
し
た
冊

子
の
配
布
、
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
環

境
の
充
実
な
ど
の
情
報
発
信
に
よ
っ
て
、

●
基
本
方
針

①
世
界
遺
産
の
よ
う
な
名
所
・
旧
跡
な

ど
の
観
光
資
源
が
な
い
当
市
に
お
い
て
、

何
げ
な
い
日
常
生
活
を
含
め
て
、
改
め

て
身
の
回
り
を
見
直
し
（
再
発
見
し
）、

そ
こ
で
生
ま
れ
た
新
た
な
日
常
を
体
験

す
る
こ
と
で
安
ら
ぎ
の
と
き
を
過
ご
す

こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
過
去
に
あ
っ
た
日
常
的
な

ふ
る
ま
い
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

新
た
な
仕
組
み
の
中
で
再
構
築
し
、
人
々

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
日
常
と
し
て
想

起
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
資
源
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

②
当
市
に
存
在
す
る
自
然
、
建
築
物
、

祭
り
、
歴
史
、
グ
ル
メ
、
人
、
サ
ー
ビ
ス
、

公
共
施
設
な
ど
（
龍
ケ
崎
で
の
日
常
の

全
て
を
対
象
）
を
活
用
し
た
周
遊
や
体

験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

③
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
体
験
」。
人
と
触
れ

あ
い
、
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関

心
や
興
味
は
倍
増
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
改
め
て
龍
ケ

崎
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
感

動
や
共
感
に
つ
な
げ
ま
す
。
そ
れ
が
自

発
的
な
情
報
発
信
と
な
っ
て
、
次
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

④
ま
た
、
こ
の
体
験
に
よ
っ
て
、
匠
の

技
の
伝
承
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑤
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
に
密
接
し
て
い
る
た
め
、

事
業
者
、
企
業
な
ど
を
は
じ
め
、
商
工

会
や
観
光
物
産
協
会
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
各
種
団
体
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
市
民
主
体
の
組
織

に
よ
り
そ
の
運
営
な
ど
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⑥
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
な
が
ら
、
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
な
ど
の
作
成
、

メ
デ
ィ
ア
や
市
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
、

公
共
施
設
や
集
客
施
設
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口

コ
ミ
で
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
観
光
ブ
ラ
ン

ド
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
加
者
も
そ
の
経
験
を
ブ
ロ
グ
な
ど

で
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

龍
ケ
崎
市
に
お
け
る
暮
ら
し
ブ
ラ
ン
ド

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◀市公式サイト内「龍ケ崎
PR サイト」では、龍ケ崎
にお住まいの方々の生の声
を紹介しています。

http://www.city.ryugasaki.ibaraki.jp/sumuryu/

▲伝統芸能「撞舞（つくまい）」
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　「
龍
ケ
崎
ブ
ラ
ン
ド
」
は
、
当
市
で
の
日

常
生
活
に
深
く
関
わ
り
、
そ
し
て
「
龍
ケ

崎
ら
し
さ
」
を
感
じ
、
市
民
と
し
て
他
に

誇
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
視

点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
に
か
か

わ
る
方
々
の
主
体
的
な
か
か
わ
り
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、ま
さ
に
「
オ
ー
ル
龍
ケ
崎
」

で
の
対
応
が
必
要
で
す
。

　
今
後
、
龍
ケ
崎
市
全
体
と
し
て
、
龍
ケ

崎
ブ
ラ
ン
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
具
体
的
な
行
動
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
か
つ
積

極
的
な
活
動
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、

「（
仮
）
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

　「（
仮
）シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
セ
ン
タ
ー
」は
、

特
産
品
の
購
買
や
観
光
に
よ
る
交
流
人
口

の
増
加
、
定
住
の
促
進
な
ど
、
多
様
な
領

域
を
対
象
と
し
、
地
域
全
体
を
対
象
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
目
線
や
感
覚
を
踏
ま
え
た

活
動
を
推
進
す
る
組
織
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
各
種

団
体
、
企
業
な
ど
の
積
極
的
な
参
画
に
よ
っ

て
構
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
龍
ケ
崎
市
の
認
知
度
の
向
上
や
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
）
に
積
極
的
に
参
加
し
、
龍

ケ
崎
市
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
「（
仮
）

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
方
々
の
募
集
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
龍
ケ
崎
が
大
好
き
な
方
、
龍
ケ
崎
を
も
っ

と
知
り
た
い
方
、
龍
ケ
崎
の
魅
力
を
広
く

伝
え
た
い
方
な
ど
『
龍
ケ
崎
愛
』
に
満
ち

溢
れ
た
方
々
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
っ
て
誰
が
行
う
の
？

（
仮
）シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
セ
ン
タ
ー

の
設
立

（
仮
）
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

●ブランド推進組織の構成

（仮）特産品ブランド

連絡会議

（仮）シティセールスセンター（ボランティアセンター）

（仮）龍ケ崎ブランド推進組織

（仮）暮らしブランド

連絡会議

（仮）観光プロジェクト

実行委員会

●特産品ブランドグループ ●暮らしブランドグループ ●観光ブランドグループ

※ボランティア登録した（仮）市民サポーター

龍ケ崎商工会・龍ケ崎市観光

物産協会・龍ケ崎市役所

事
務
局

支援 支援 支援

指導・助言 指導・助言 指導・助言

市民・各種団体・商店主など

の事業者・企業・…

積極的に参画（主体） サポート・アドバイスなど

まいりゅうも
応援するよ～ん
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新たな最上位計画（次期最上位計画）の策定をスタートしました！

　平成 29 年度から平成 33 年度までの５年間を計画期間とする新たな最上位計画の策定をスタートし
ました。最上位計画は、まちづくりの目標や進むべき方向性を示す大変重要なものです。
　市民の皆さんの声を反映した計画とするため、意見や提案・アイデアをお伺いする機会を設けていく
とともに、「政策情報誌」や市公式サイトで策定過程の情報を随時発信していきます。
※策定経過などの詳細は市公式サイトでご覧いただけます。

　現在、策定方針に掲げる【市民と共に考え、市民の声を反映した計画づくり】の一環として、
次のテーマに関するご意見・ご提案を募集しています。また、ご要望に応じて、次期最上位計画
に関する意見交換会を開催させていただきます。皆さんから頂いたご意見などは、次期最上位計
画の骨子作成に当たっての参考とさせていただきます。

■意見の募集※１

　任意の様式に、ご意見・ご
提案の他、氏名・住所・年齢・
電話番号を明記し、12 月 28
日（月）までに企画課へお寄
せください。Ｅメール可。

※ 1　営利を目的とするご意見・ご提案などは、お受けできません。
※ 2　特定の政党もしくは宗教を支持し、またはこれに反対することを目的とする団体および営利を目的とす
　　　る団体の場合は、お受けできません。

■意見交換会開催の申し込み※ 2

　市内在住・在勤・在学する市民などで構成する５人以上のグ
ループでお申し込みください。
　任意の様式に、代表者氏名・住所・年齢・電話番号・参加人数・
希望する日時（第１・２希望）を明記し、12 月 28 日（月）まで
に企画課へ申し込み。Ｅメール可。開催は翌年１月中の予定です。

❶子育て・教育環境の充実 ❷知名度とイメージの向上 ❸にぎわいと活気の創出
❹市民協働の促進  ❺機能的で、魅力的な土地利用

◦市民懇談会

　まちづくりに関する市民の皆さんの声を伺うため、中学校区を基本に各地区で市民懇談会を開催しま
す。日程などの詳細は、『りゅうほー』などでお知らせします。

◦まちづくり市民ワークショップ

　市民目線でまちづくりに対するさまざまな意見や課題、解決方法を抽出・検討していただく、「まち
づくり市民ワークショップ」を設置し、まちづくりに関する意見提案を頂きます。

◦市民と共に考え、市民の声を反映した計画づくり

　市民と行政および市民同士の対話を通じて、それぞれの視点からのアイデアを活かしながら、長期的
な展望をもって「今、何をすべきか」を考えた計画づくりを進めます。

◦持続可能な地域経営を目指す計画づくり

　刻々と変化する社会経済環境の動向を的確に把握した上で、中期的な財政予測との整合を図った計画
づくりに取り組みます。

◦目標が明確で、柔軟な対応が可能な計画づくり

　市民の皆さんにも分かりやすい明確な目標と、その達成状況を把握するための成果指標を設定すると
ともに、目標達成に向けて適時的確な事業展開ができる計画を目指します。

■問い合わせ：企画課地域戦略グループ☎内線 363

策定に当たっての基本方針

新たな最上位計画（次期最上位計画）策定に係る市民参加の取り組み【一例】

募集しています！

テ
ー
マ
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佐貫駅周辺地域整備基本構想の策定をスタートしました！

　国では、「静かなる危機」とも呼ばれる人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への過度の人口
集中を是正し、活力ある日本社会を維持することを目的に、まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」
および「総合戦略」を策定しました。地方においても、それぞれの地域で住みよい環境を確保し将来に
わたって活力のある社会を維持するため、地方版「人口ビジョン」および「総合戦略」の策定が求めら
れています。
　当市では従来から、まちづくりの最上位計画である「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」の重点戦略に「若者・
子育て世代の定住環境の創出」を掲げ、「子育て環境日本一を目指したまちづくり」を進めていますが、
龍ケ崎市「人口ビジョン」および「総合戦略」にも改めて登載し、この機会を追い風としてさらに推進
しようと考えています。

①骨子作成に係る意見の募集

◦佐貫駅周辺地域の現状と課題（立地特性・地域資源など）
◦佐貫駅周辺地域に期待される役割・機能（佐貫駅周辺地域の特性などを踏まえた同地域の役割やその

ために必要な都市機能）
　任意の様式にご意見・ご提案の他、氏名・住所・年齢・電話番号を明記し、12 月 28 日（月）までに
企画課へお寄せください。Ｅメール可。営利を目的とするご意見・ご提案などはお受けできません。

②素案作成に係る意見の募集

　平成 28 年２月発行予定の政策情報誌で、骨子（案）の要旨とともにお知らせする予定です。

　前述の観点に基づき、佐貫駅周辺地域の現況把握や地域資源の
整理・掘り起こし、不足要素の洗い出しを踏まえた施策展開の方
向性の整理とゾーン別戦略の構築、さらに施策の実現方策の検討
を行うことなどにより、今後のまちづくりの基本方針を策定する
ものです。
　なお、策定に当たっては、市の上位計画の他、地方創生に向け
て市が進める次の先行的な取り組みとの整合を図るとともに、佐
貫駅周辺地域の低・未利用地の高度利用などについても検討を
行っていきます。

❶常磐線佐貫駅駅名改称事業
❷道の駅整備事業
❸佐貫駅前子ども送迎ステー
ション整備事業
❹佐貫駅東口ロータリー改修
事業
❺都市計画道路佐貫３号線延
伸事業

　佐貫駅周辺地域は、東京圏の幹線鉄道の JR 常磐線、同じ
く幹線国道である国道６号が南北に縦断する市の玄関口で
す。都心部から約 45 ㎞、時間距離 60 分以内という立地に
ありながら、豊かに水をたたえる牛久沼などの自然が残るな
どの高いポテンシャルを活かし、玄関口にふさわしいにぎわ
いを創出し市全体に波及させることで、当市の認知度向上や
交流人口の増加、そして定住人口の増加につなげていきたい
と考えています。

■問い合わせ：企画課地域戦略グループ☎内線 361

1基本構想策定の背景

2佐貫駅周辺地区の特性

3佐貫駅周辺地域整備基本構想とは

4基本構想策定に係る意見募集

牛久沼

佐貫駅

検討範囲

龍ケ崎市役所




